ワールドカップと地方自治体
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問題提起のきっかけ

初めての二カ国共催による、日本でのサッカー。2002年ワールドカップサッカーへかける期待は日本の政治家だけでなく、地方自治体、また、市民にまで及ぶ。その中で私達は、地方の活性化を目指してたくさんの自治体が名乗りをあげた「キャンプ候補地選定」と横浜と浦和の間で行われた「決勝戦地選定」に焦点をあてた。

横浜と浦和で比較したとき、本来、結果的に決勝戦地に選ばれた横浜に焦点を当てるべきかもしれないが、私達があえて、浦和のほうに焦点を当てた理由は、以下の二点からである。

1 横浜は既に建設済みだった競技場を候補にあげたのに対し、浦和は、このワールドカップ大会の為に専用競技場を新築した上、新しい駅まで建設した。行政がいかに力を入れているかを感じたから。

2 浦和のほうが、サポーターや行政のホームページが充実し、情報を収集しやすいと感じたから

それでは、ワールドカップとは一体どのような大会で、どのような意義を持つのだろうか。

１．「ＦＩＦＡワールドカップ」とは

４年に１度、世界各大陸の激しい予選を勝ち抜いた、強豪国の代表チームが約１か月にわたり民族の、国の、選手のプライドを賭けてサッカーの世界一を決める戦いの舞台。

（１）４年に１度の世界選手権

ワールドカップは、国際サッカー連盟（ＦＩＦＡ）が主催するサッカーの世界選手権。１９９８年のフランス大会から、決勝大会は３２ヶ国が出場、６４試合となった。４年に１度、通常は１つの国の１０数都市を舞台にして約１ヶ月間にわたって開催されるが、２００２年は例外として日本・韓国共同開催となった。

（２）起源と経過

１９３０年にウルグアイで第１回大会が行われ、１９９８年フランスで第１６回大会が行われた。ちなみに２００６年大会ではイングランド、エジプト、ブラジル、ガーナ、ドイツ、モロッコ、南アフリカ、ナイジェリアが名乗りをあげている。

（３）テレビ視聴者約４００億人

１９９４年のアメリカ大会でのテレビ中継は世界の１８８ヶ国にのぼり、５２試合で延べ３２０億人がテレビ観戦した。１９９８年のフランス大会では約４００億人と言われている。（アトランタ・オリンピック９６は１９６億人）

２．「２００２年ワールドカップサッカー大会」概要について

（１）大会会期　２００２年６月１日開幕、６月３０日決勝の３０日間

（２）主要イベント　日本・・大陸別予選組み分け抽選会の開催

　　　　　　　　　　（１９９９年１２月７日　東京国際フォーラムにおいて開催予定）

　　　　　　　　韓国・・決勝大会組み分け抽選会の開催・ＦＩＦＡ総会の開催

（３）出場チーム数　３２チーム（開催国の日本、韓国、前回優勝国のフランスは出場決定）

欧州
１４又は１５
フランス含む。１５はアジアとのプレーオフにて決定

北中米カリブ海
３


アフリカ
５


南米
４又は５
５はオセアニアとのプレーオフにて出場決定

アジア
４又は５
日本、韓国含む。５は欧州とのプレーオフにて出場決定

オセアニア
１又は０
１は南米とのプレーオフにて出場決定

（４）試合数　６４試合（両国各３２試合づつ）

（５）試合方法　決勝戦は日本、開幕戦・３位決定戦は韓国で開催

　　　　　　予選リーグ

　　　　　　各大陸別予選を勝ち抜いた３２カ国を半分に分け、両国両国それぞれにおい　　　

　　　　　　て、４チームづつ４ブロックでリーグ戦を行う

　　　　　　決勝トーナメント

　　　　　　予選リーグ各ブロック上位２チーム（敬１６チーム）によるトーナメント戦　　　　　　　　　　

　　　　　　を行う

（６）開催自治体　日本・・札幌市、宮城県、茨城県、新潟県、埼玉県、横浜市、静岡県、

　　　　　　　　　　　　　神戸市、大阪市大分県　　　　　　　

　　　　　　　　　韓国・・ソウル、水原、仁川、大田、全州、大邸、蔚山、釜山、光州、

　　　　　　　　　　　　　西帰浦

２．「招致開始から現在までの歩み」略史

１９８７年１月　日本サッカー協会にてＦＩＦＡワールドカップ招致を決定。開催に向け

　　　　　　　　て検討を開始。

１９９１年６月　２００２年ワールドカップ日本招致委員会設立。

１９９２年９月　開催基本構想（自治体の特徴、スタジアム構想等）提出

１９９３年１月　国内開催候補１５自治体を決定

１９９４年３月　第二次計画書（ワールドカップ開催に向けた都市整備計画等）提出

　　　　　５月　第３次計画書（スタジアム計画）提出

１９９５年　　　ＦＩＦＡに対し、２００２年ＦＩＦＡワールドカップ開催の正式候補の　　

　　　　　　　　確認書を送付、開催提案書を提出。

１９９６年５月　ＦＩＦＡ理事会において、２００２年ＦＩＦＡワールドカップの日本・

　　　　　　　　韓国共同開催が決定。

　　　　　７月　２００２年ワールドカップ開催準備委員会発足。

　　　　１１月　第ニ回ワーキンググループ会合

　　　　１２月　ＦＩＦＡ理事会開催。２００２年ＦＩＦＡワールドカップの大会形式の

　　　　　　　　大枠が決定する。

　　　１２月２５日　日本サッカー協会理事会にて、国内開催地として１０自治体を決定

１９９７年１２月　２００２年ワールドカップ開催準備委員会が、日本組織委員会となり、

　　　　　　　　２００２年ワールドカップ日本組織委員会の略称はＪＡＷＯＣと決まる

１９９９年１月　２００２年ワールドカップ全国担当者会議において、公認キャンプ候補　

　　　　　　　　地の募集要項が発表される

３．公認キャンプ地について

（１）公認キャンプ候補地に求められること

①充分なトレーニング施設・宿泊施設

②施設の利用時間等の柔軟な対応

③メディアに対応できる施設の用意

④JAWOCとの協力体制

（２）公認キャンプ候補地として認定されることのメリット

①宣伝効果

前回のフランス大会で日本代表チームがエクスレバンにキャンプをはり、多くの日本人応援団などがエクスレバンでお金を使って帰ってきている。

②大会後も続く宣伝効果

ＪＡＷＯＣは「公認キャンプ候補地・募集要項」の中で、キャンプ候補地はあくまでも２００２年大会のために認定する施設ではあるが、大会終了後にはＪＦＡ発行機関誌の誌上において紹介することを明記しているため、長い間、キャンプ地が宣伝されることになる。

（３）公認キャンプ候補地として認定されることのデメリット

1 ２００２年サッカーＷ杯の中心はあくまでも試合であるため、キャンプ地はいわば裏方的存在に甘んじなくてはならないのは必至。よって、スタジアムの影に隠れて、経済効果が必ずしも保証されているとは言えない。

１９９９年７月１２日　「決勝戦―横浜」、「準決勝戦―埼玉」の内定が発表される

（４）決勝戦決定について

決勝、準決勝の会場は、国際サッカー連盟（ＦＩＦＡ）の「収容人員６万人以上の競技場」との要求事項に即し、この条件を満たす横浜、埼玉の両競技場での検討がすすめられたが、

横浜は、新幹線の止まるＪＲ新横浜駅に近く、周辺の宿泊施設も豊富。一昨年秋の歓声以降、ダイナスティカップやキリンカップなど国際試合の実績も重ねており、交通の利便性や関連施設の充実度、過去の運営実績などが評価された。一方、埼玉は、「国内最大規模のサッカー専用競技場」をセールスポイントとしてきたが、２００１年７月の完成に向け、まだ３０％ほどしか建設が進んでおらず、運営面でも未知数な部分が多かった。横浜ほど交通の便が整備されていないとの指摘もあった。

５．準決勝大会会場になる埼玉県営スタジアムについて

（１）スタジアム案内

場所・・・埼玉県浦和市大字中野田地区（国道１１２号・東北道浦和インターそば）

      完成予定・・・2001年7月 

      収容人員・・・63,700人

      （車椅子席＝150席／VIP席＝バルコニー付き個室30室500席／記者席＝2,4１

　　　　０席）

      座席は、当然ですが独立席です。通路を確保しやすい跳ね上げ式が採用される。

      （建設事務所内に仮設してある5種類の椅子から、アンケートによって選ぶ模様） 

      スタンド・・・2層構造で、内部は5F構造になる。一部地上6F、一部地下1

　　　１Ｆ）

      全体を、以下の4つの区画に明確に分けて管理される。

      メインスタンド（西）／バックスタンド（東）／サイドスタンド（北）／サイドス　　　

　　　タンド（南） 

      トイレ・・・便器数？は1,000人あたり18.6個が設置される。

      （ちなみに横浜国際は11.1個） 

      移動設備・・・エレベーターは11基（うち7基は身障者が利用可能）、エスカー

　　　ターが３ルート９基用意される。

      非常時には、階段やスロープの利用により、13分で全員が避難できる構造となっ

　　　ているよう。

      電光掲示板・・・高さ10M×幅20Mの映像装置が両サイドスタンド（ゴール裏）

　　　に設置される。

      屋根・・・全体の2/3（ゴール裏は野ざらし）をテフロン膜が覆う。

      全面屋根付き設計も検討はしている模様。 

      ピッチ・・・68M×105Mの天然芝。（3種類のブレンドを試験中。冬芝採用説あ

　　　り）

      スタンド最前列からの距離は、タッチラインから14M、ゴールラインから19M。

　　　また、9個所のテレビカメラプラットフォームがある 

      託児室の設置が検討されている 

      サブグラウンドが2面ある

（２）スタジアム建設にあたっての問題点

☆問題点

・現在の試算では建設費が８８０億円かかる（周辺の公園や土地買収費を含む）

・スタジアムのみの建設費は３５６億円

　・公園全体の管理費試算は年７億円。（現在の駒場スタジアム維持費は１．５億円とも）　　　　　　　　　

　　収入見込みは年３億円　　　　　　　　　


・大幅な赤字が明らかであるがその点を県ではどうみているのか？

（・芝を考えると年間６０試合程度が適正　・他の競技やコンサートをたくさん招く）

（３）準決勝を開催する意義

全世界でテレビなどを通じて２０億人が観戦すると言われており、準決勝を埼玉で開催することは、子供達に夢と感動を与えると共に、全世界に向けて埼玉をアピールする絶好の機会となる。

（４）W杯準決勝におけるソフト面

①アクセスについて

スタジアムへの交通案内を駅や空港に設置

②ボランティアについて

・専門知識をつけるため事前から自治体レベルで教育をする。

・外国語が堪能な人や、長野オリンピックで実際に通訳を経験した人が手伝うと言って　

る。

・スタジアム内の設備や交通機関にも外国語の表示が必要。

・フランスでは、イベント・チケット・競技・情報通信・飲食・プレス・人事・救急・

警備等、20部門カテゴリー、12000人がボランティアとしてメディアセンターと１０　

のベニューに配属されていた　　　

　　　

日本の場合は・・

全体で12000人。埼玉では、1000人。人員、募集要項はこれから作成。

③メディア対策について

・ハイビジョン放送を考慮して、２０００ルクスの照明を使用。

・場内FM放送設備が用意される

・９箇所のテレビカメラプラットフォームがある。

④身体の不自由な人に配慮した設備

エレベーター全１１基のうち、７基は障害者が利用可能。

⑤セキュリティー

場内監視用カメラは５０基以上設置　

６．浮かび上がる課題

①他のスタジアムはほとんど国体を意識して兼用スタジアムをつくるが、埼玉は国内最大のサッカー専用スタジアムをつくった。W杯後の利用は安定して得られるのだろうか。


　

建設費の返済プラス多額の管理費がかかるので、赤字は避けられない。しかし、地元住民のサッカー熱から考えると、いかに多く浦和レッズや大宮アルディージャの試合を開催するかが収入に大きく影響するだろう。

2 民間のホテル建設が盛んといっても、埼玉のホテルだけでワールドカップ時に集まる人々を収容しきれるのか。


やはり、東京に頼らざるを得ない。アクセスに関する工事は着々と進んでいるが、ＪＲに要請して当日には特別な配慮を要請しなくてはいけない。

3 スタジアムの収容人数が63700人なのに対し、駐車場が2000台、3100台とも言われているがその規模で、車で来る人を受け入れられるのか。


駐車場の規模を拡大するか、もしくは、駐車料金を高く設定して、車で来る人を少なくするなどの、対策が必要であろう。

4 キャンプ地は全国に点在しており、スタジアムに行くまでに、選手にかかる体力的負担が大きいのではないか。

交通アクセスをスムーズにするなどの配慮が必要である。
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参考文献　サッカースタジアム　開発と地域振興（１９９５．１．２６発行・総合ユニコム）


公認キャンプ地候補応募の基本条件（概要）は


http’//www.pref.niigata.jp/worldcup/basecamp.htmより引用








